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Ei本資瓦主義の構造 に関す る体系的研究は1920年 代末、50年 代頭初 よりすすめ られ、 と
くに・マルクス経 済学 派の立場では山田盛太郎教授 の 『日本資本主義分析 』にみ られるよ うな優れ
た労 作を うみだ した。 だが この労 作 も(1)所与の経 済構造 を発展過程 に診いてダイナミツクに把
握す るのに必要 な社会的総資不の再生産過程 。資本蓄積過程 の分折 をか く、(2)世界市場的連関 で
所尊の経済構造 とその特 質 を全体 として把握 するとい う分折 をか ぐ、(5融占段階 の体系的分折 を
か く、 とい う欠陥がみ とめられ る。
ホ論は以 上についての方法論的反 省の.上になって、 歪950年 代以降 の現代 日本資本主義 をと
夢あげ て、(1)まず、 その経済 構造 を世界布場 的連関で とらえ 、(2)次いで この世界市場的連 関に訟
いて進行する国内に澄け る資本蓄積 の現 実的過程 を追求 した もので ある。
(りにお・いては(本 論第2章)、 留易為替 の自由化直前 まで(今 日で も基本的 にはその通 りだ
が)の 臼取 資本主義 は、強力 な輸入統制 の もとで、 もっぱ ら原燃料澄 よび生 産財的機械 の輸入 を
お こないっっ、消費財中心の輸出構造 をつ くりあげ、 この輸出は、不 目]避的に先進工i業国(な に
よりもアメリカ)に 偏僑 した市場構造 をとりつつ、世界市場 での不均等発展の一要因 となって き
た ことが検 出され るQ原 燃料の輸入については50年 代半 は、 とくに・57、8年以 降に診 こ〔た
国際康燃科 市場 での供給過剰化 傾向、価格低落 と海 上運賃の低水隼での安 定化が、日本の主要 産業
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の原料事 情を改善 する一因 となったことが みとめられ る。 な於、 日本 は、国内貸付 資本 。蓄 積資
取の不足 、国際収 支:.上の弱点 をお ぎな うべ く、国内大企業 の巨大設備投資 と関連 して再び資本輸 ・
入国 となったが、他面、海外原料 の確保、生産財輸出の強行等 のため、かな りの資本輸出国 とも'
なったこと、 日不 資本の対外 資本関係 については、以上 のほか に、さ らに外国為替業務での復活、
国際 カルテル関係 の再.現に澄いて、世界市場 での外国資本 との結びつ きを傑め ているこ とが み と
め られるQ
(2)にお・いて は(本 論錨5章)、 国内に澄ける資本蓄積 の現 実的過程 とその特 殊性が、個別 資本
の蓄積構造 と社会的総資本の蓄横構造(要 約)に わけで検討 されている。 と'りわけ、重要な個別
資本 の蓄 積構造 の分析に あたっては問題は(Aぬ汰企業 に澄け る資本蓄積 。投 資の一般的傾向 と、
(B)中小企業に澄け る資本蓄積 の特殊性にわけて検討 され、(A)に澄いては、 世界市場的連 関の もと
で国際競争力強化 のた めとい う性格 を診びた大企業での設備投 資が企業内蓄積 を著 しく上廻 って
(主裳産業 ごとの国際単位 にしたが って)澄 こなわれ る過程 と、 この投資のための資本蓄積(集
積)の メカニズムが検討 され る。
論 文 審 査 結 果 り 要 旨
ここに学位請求論文 として提出された著書 「現代 日本資本主義の構造 」(1963年 刊:
518頁)は 、現代 日本 資本主義の構造 と特 質を実証 的に分析 した最近に論け るこの研究分野で
の出色の労作である。
提出者 は この著書に澄い て、まず日本資本主義 の構造玲析の歴 史を回顧 し、 その方法論的反省
に基 づいて、第一 には世界資本主義 の一壌 と しての日本資本主 義を検討 し、簾二には1950年
代の日本 資本主義に訟ける資本 の蓄積過程 を、個別資本 の視点 と社会的総資不 の視点 とにわけ、
前老 はまた大資本 の蓄積構造 と中・ト資本のそれ とにわけて検討す る。 この両検討 を通 じて、提 出
者は現代 日本資本圭義 の構造 と特質 につい て率直 に問題の提 起をはかるとともに自身の解答 を述
べ、未解決 の問題は一応 そのまま括弧 のなかに とどめ蔚 くとい う方法 をとっている。
その明 らかにす るところは 主 として第一の点に澄いては、戦 後の 日本資本主義が貿易 。為替の.
自由化直前 までは強力 な輸人統制 の もとで、 もっぱ ら原燃 料診 よび生 産財的機械の輸入 を齢 こな
いっつ、消費財中心 の輸出構造 をつ く互上げた こと、 この輸出は不ロ』避的に先進工業国、 とりわ
け アメリカに偏俺 した市場構造 をとりつつ、 世界 市場 での不均等発展の一要因 となってきた こと、
また この原燃料の輸入 についでま、1950年 代半 は、 と くに1957㌧58年 以 降に論 こった国
際原燃料市場での供給過 剰化傾向、それに基づ く価格 低落 と海上運賃 の低水準 での安定化が 日本
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の主要産業の原:料事晴を改善する一因 となnた こと、国内の貸付資本 ・蓄積資本の不足、また国
際叙支の構造的赤字を補 うだめに、国内大企業の巨大設備投資と関連 して、戦後再び資瓜輸入国
となり、他面、海外原科の確保、生産財輸出の強行などのため、かなりの資瓜輪出 も行っている
ことである。対外的資本関係については以上のほか外国為替業務の復活、国際カルテル関係の再
現において、世界布場での外国資本 との結びつきをさらに深めている頗向一 素朴な従属経済論
に対す る批評 を含む一 が指摘されている。
第二の点に澄いて、とりわけ個別資本の蓄積構造の分析では、巨大企業に診ける資本蓄漬 ・投
資の一般的傾向と中小企業に澄けるその特味性について検討し、とくに前者に齢いては世界市場
的関連のもとで劇際競争力強化のための設備投資が、主要産業ごとの国際単位にしたがって行 な
われる結果、いき診いそれは企業内蓄積を著 しく上廻 り、かかる設備投資の巨大化 と、加えて在
庫投資の比重が高いことは、あい爵って企業の「資産構成 と資本構成の背反運動 」を助長してい
る傾向が解明されている。
要するに提出者は、戦後の日本経済が対外市場関係、資軍蓄積過程で一応 「正常」な状態を回
復し、工業生産の急速な発展、高い経済成長率、 きわめて顕著な政治経済的な構造的変動をしめ
した1950年 代に澄ける日本資本主義を対象に、まずその対外関係から分析し、それとの関連
のもとに日本経済の内部構造の特質を解明した点に齢いて特長的であり、50年代に齢ける日本
の大資本は激化する国際市場競争に対応し、内部蓄積をはかるに越2る巨大設備投資にすべてに
優先する第一義性を与亥.、これが金融資本の強化 と国家独占資本主義的メカニズムの構築をもた
らすとともに、外資への依存を深めている傾向を論証 して、現代 日本資瓜主義の構造的特質をこ
の』大資本間に澄ける資本蓄積の内的傾向の日本的特殊性になによりもまずもとめなければなら
ぬとい う結論を導 き出している。またこの「自由化投資 」が一段落する60年代中頃にはかなり
厳しい構造的危機が生ずる口」能性が存在することをすでにここに澄いて指摘 していたことはあわ
せて注 目しなければならない。
提出者は この労作に論いて過去10数年間の入手出来る限りの基本的な諸統計、諸資料を利用
し、 この系統的 な事実資料の集積と整理 とを基礎 として分析し、例えば日本経済新聞のみについ
ても1万数千枚のスクラツプがこの作業に準備されたとい う。 しかも提出者はその複雑な事実の
なかに埋没することなく、よく問題 を限定 し、一定の傾向を検出 したことは、な涛問題を残すと
ころがあろうとも、高く評価して良いものと思われる。
以上審査するところに よって、この論文提出者は経済学博士の学位を授与されるに十分な資格
を有するものと認定する。
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